
お毒IF
「第 8回 親子登山の集い」が 9月 12日 、
本無岳で行われ、当日は幼児からお年寄 りま

での121人 が木無岳の山項をめざしました。

参加者は山頂までの道のりをお互いに励ま

しあいながら一歩一歩前進し、約 1時間をか

けて到着。山項から見下ろすすばらしい眺め

を楽 しんでいました。
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老

森
県
の
平
均
寿
命
は
男
性
で
七
十
四

・
七
歳
、
女
性
で
八
十
二

・
五
歳
と

な

っ
て
お
り
、
昭
和
四
十
年

の
調
査

と
比
較
す
る
と
約
十
歳
も
伸
び
て
い

ま
す
．
あ
る
詩
人
は
、
七
十
歳
ま
で

長
生
き
す
る
者
は
昔
か

ら
き
わ
め
て

稀
で
あ
る
と
詠
ん
で
い
ま
し
た
が
、

‐
市浦村長顕彰状及び    ‐
青森県知事顕彰状受賞者

・ 佐々木由松さん  ・佐藤 マサさん  ・ 工藤 タキさん
・小由桐ヌイさん  ・渡辺 キリさん  ・ 二上 ツルさん
。高松 キヤさん  ・越谷 とせさん  ・工藤 定吉さん
・豊島助四郎さん  ・相川賢次郎さん  ・ 坂井 スムさん

青森県の平均寿命の推移

<男性>   <女 性>
昭和 40年   65.3歳   71.7歳
昭和 45年    67 8歳    74.6歳
昭和 50年    69 6歳    76.5歳
昭和 55年    71 4歳    78.3歳
昭和 60年    73.0歳    79.9歳
平成 2年   74.1歳   81.4歳
平成 7年   747歳   82.5歳

く
高
松
村
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る

く
お
互

い
の
健
康
を
祝
し
て
握
手
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やまなみパス

臓E行終了
六
月

一
日
か
ら
八
月
二
十

一
日
ま
で
の
三
か
月
間
実
施
さ
れ
て
い
た
観
光
路

線
バ
ス

「
や
ま
な
み
バ
ス
」
の
試
験
運
行
が
終
了
し
ま
し
た
。
三
か
月
の
利
用

客
の
合
計
は
千
三
百
九
十

一
人
で
、　
一
日
あ
た
り
の
平
均
乗
客
数
は

一
五

・
一

人
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
の
予
想
を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
「

易
さ
、
フ
ェ
リ
ー
や
Ｊ
Ｒ
線
を
使

っ

た
下
北

・
青
森

・
函
館
方
面

へ
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
、
そ
し
て
全
区
間
五

百
円
均

一
と

い
う
手
軽
な
運
賃
を
実

か
つ
て
市
浦
村
と
蟹
田
町
は
お
互

い
の
地
域
を

「
カ
ゲ
」
と
呼
び
合

っ

て
い
た
ほ
ど
遠

い
と
言
わ
れ
て
い
た

地
域
で
、
こ
れ
ま
で
両
町
村
間
に
は

公
共
の
交
通
機
関
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
．
そ
こ
に
登
場
し
た

「
や
ま
な

み
バ
ス
」
は
市
浦
村
と
蟹
田
町
を
約

一
時
間
で
結
ぶ
早
さ
、
運
行
区
間
内

で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
乗
り
降
り
が
で

き
る
フ
リ
ー
乗
降
シ
ス
テ
ム
の
使

い

好
評
だ
っ
た
史
跡

め
ぐ
リ
ツ
ア
ー

コ
ー
ス
は
中
の
島
プ
リ

ッ
ジ
パ
ー

ク
で
ロ
マ
ネ

ス
ク
ド
ー
ム

・
歴
史
民

俗
資
料
館
を
見
学
．
引
き
続
き
十
三

湖

マ
リ
ー
ナ
を
出
発
し
て
、
十
三
湊

遺
跡

・
唐
川
城
遺
跡
展
望
台

・
山
王

坊
遺
跡

・
福
島
城
遺
跡
な
ど
、
村
内

の
各
種
遺
跡
や
道
の
駅

「
十
三
湖
高

原
」
を
経
由
し
、
再
び
十
三
湖

マ
リ

ー
ナ

ヘ
戻

っ
て
く
る
内
容
で
、
ツ
ア

ー
全
体

の
所
用
時
間
は
三
時
間
五
十

待
望
の
観
光
路
線
バ
ス

分
ゥ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
、
県
内
か

ら
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
の
参
加

者
も
多
く
、
中
に
は
海
外
か

り
の
参

跡
を
は
じ
め
と
し
た
市
浦
村
の
遺
跡

の
数
々
が
県
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。

今
回
バ
ス
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
を
担

る
こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
ま
す
。
」
と

大
好
評
で
し
た
。

来
年
の
運
行
へ
向
け
て

「
や
ま
な
み
バ
ス
」
運
行
の
最
終

日
と
な
っ
た
人
月
三
十

一
日
、
蟹
田

発
市
浦
行
き
の
最
終
便
に
合
わ
せ
、

十
三
地
区
の
和
歌
山
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

前
で
終
着
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
□

終
着
式
の
中
で
高
松
村
長
が

「最

初
は
不
可
能
と
言
わ
れ
て
い
た
や
ま

な
み
バ
ス
の
運
行
が
実
現
し
、
当
初

の
予
想
を
上
回
る
実
績
で
あ
っ
た
よ

う
に
何
事
も
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
、

理
屈
よ
り
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
す

る
前
向
き
な
考
え
が
あ
れ
ば
発
展
性

率やまなみバス
|‐ ||‐ 1乗1車実績濾

11=|:‐||:111れ

'事111111■|||||
|101つ議‐|||■ | ‐
|||1350人 (1由平均 12.0人 )|
|● 7月の合計|:|:‐

■■

"2A‐

●1平112.6^)
|1月 1各議|‐||  ‐
|1640人 (1日平均 20.6人 )
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が
あ
る
。
来
年
も
ぜ
ひ
や
ま
な
み
バ

ス
を
運
行
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
、

ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
を
考

た
、
浜
田
議
会
議
長
よ
り

「
こ
の
度

や
ま
な
み
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
無
事

故
で
試
験
運
行
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。
県

及
び
関
係
市
町
村
の
ご
理
解
を
得
て

来
年
も
ぜ
ひ
運
行
を
継
続
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
こ
の
三
か
月
間
無

事
故
で
運
行
さ
れ
た
弘
南
バ
ス
に
記

念
品
が
送
ら
れ
、
参
加
し
た
多
く
の

方
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事

試
験
運
行
が
終
了
し
た

「
や
ま
な
み

バ
ス
」。
来
年
度
の
運
行
は
も
ち
ろ
ん
、

将
来
は
通
年
運
行
、
そ
し
て
津
軽
半

島
北
部
を
循
環
す
る
交
通
機
関
へ
の

発
展
と
、
夢
は
大
き
く
ふ
く
ら
む
ば

か
り
で
す
。

扁
需
Ｈ
■
〓
葬
　
澁
野

清
≠
曇
聰
護
の時を
尤軍
］寡
鳥

市
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
北

津
軽
郡

・
西
津
軽
郡
の
各
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
に
よ
る

「
平
成
十
年

度
西
北
地
区
太
陽
の
子
の
集
い
」
が

九
月
十

一
日
市
浦
村
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
当
日
は
西
北
管
内
の

各
施
設
か
ら
三
百
人
が
参
加
し
ま
し

こ
れ
は
、
心
身
に
障
害
を
も
つ
仲

間
た
ち
を
中
心
に
家
族
と
地
域
住
民

が
ふ
れ
あ
い
の
時
を
も
つ
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

共
に
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
市
浦
村
が
会
場
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
市
浦
村
社
会
福
祉
協
議

会
を
は
じ
め
と
し

た
西
北
地
区
の
各

社
会
福
祉
協
議
会

関
係
の
方
々
は
も

等
学
校
相
内
分
校

の
生
徒
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
全
般
の

運
営
や
食
事
の
準

備
等
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
玉

入
れ
、
大
王
こ
ろ
が
し
な
ど
と
い
っ

た
ゲ
ー
ム
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

を
発
揮
。
続
出
す
る
好
プ
レ
ー
に
応

援
合
戦
も
熱
が
入
り
、
客
席
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
美
味

し
い
食
事
を
楽
し
み
、
午
後
の
部
に

な
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
、
輸
投
げ
、
く
じ

引
き
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
会
場
は
縁

日
に
早
変
わ
り
。
最
後
ま
で
会
場
は

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
会
場
の
あ
ち
こ

ち
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
り
な
集
団
で
根
こ
そ
ぎ
持
っ
て
い

く
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、

先
日
も
外
国
人
に
よ
る
密
漁
集
団
が

逮
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
十
三
漁
協

（工
藤

伍
郎
組
合
長
）
で
は
車
力
漁
協
と
共

同
で
、
陸
上
か
ら
十
三
湖
岸

一
帯
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
は
密
漁
者
を
発
見
し

て
も
現
場
に
駆
け
つ
け
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
す
ぎ
、
摘
発
す
る
の
が

難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
十
三
漁
協
で
は
、
漁
場
管

理
の
強
化
、
漁
業
操
業
の
指
導
、
遊

漁
観
光
客
へ
の
指
導
を
徹
底
し
、
生

産
量
の
安
定
化
、
所
得
向
上
を
図
る

た
め
に
漁
場
管
理
船
を
導
入
、
八
月

二
十
八
日
に
進
水
式
が
行
わ
れ
ま
し

今
回
導
入
さ
れ
た
管
理
船
は
、
タ

カ
の
仲
間
で
、
海
上
を
飛
び
な
が
ら

急
降
下
し
て
魚
類
を
捕
ら
え
る

″
ミ

サ
ゴ
″
に
ち
な
ん
で

「
み
さ
ご
丸
」

と
名
付
け
ら
れ
、
全
長
八

・
五
メ
ー

ト
ル
、
幅
二

・
六
メ
ー
ト
ル
、
総
ト

ン
数
三

・
四
ト
ン
、
最
高
速
度
は
時

速
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
購
入
価

格
は

一
千
七
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
徴
と
し
て
、
吸
い
込
ん
だ
水
を

噴
射
し
て
推
進
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
式
の

推
進
方
法
を
採
用
。
そ
の
結
果
漁
船

の
倍
の
速
度
で
進
み
、
ス
ク
リ
ュ
ー

式
で
は
入
れ
な
か
っ
た
深
さ
が
三
十

七
ン
チ
程
度
の
と
こ
ろ
で
も
使
用
が

可
能
．
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
装
備
し
て

い
る
た
め
、
昼
は
も
ち
ろ
ん
夜
間
の

監
視
に
も
活
躍
し
ま
す
。

十
三
漁
協
で
は
今
後
、
冬
期
間
を

除
き
通
年
運
行
を
す
る
予
定
で
、
密

漁
の
抑
止
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
十
三

湖
内
の
安
全
確
保
に
も
役
立
て
て
い

く
予
定
で
す
。
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することをお勧めします。
なお、無保険 (無共済)車の運
行はドライバーの基本マナーに反
するばかりでなく、罰則の対象に
もなります。特に、原動機付自転
車、車検制度のないバイクは、「期
限切れ」、「かけ忘れ」にご注意下
さい。
)お問い合わせ先
東北運輸局青森陸運支局
>電話番号

自動車は、私たちの生活に非常
に大きな係わりをもち、今や必要
不可欠な存在となっております。
反面、交通事故の増加、自動車に
よる公害といった様々な社会問題
も起きています。     ・
また、平成7年 7月 に改正車両
法が施行され、自動車の保守管理
責任は使用者にあるということが
明確にされるなど、従来にも増し

て自動車の適正な保守管理が重要

となってきております。

このような状況から、運輸省で
は、自動車の保守管理の徹底を一

層強力に推進するため、「自動車点
検整備推進運動」を実施します。
)運動期間

平成10年 9月 1日 から

平成10年 10月 31日

>お問い合わせ先
青森陛運支局

>電話番号

農業大学校は、農業に関する専

門的な知識と技術を習得させ、農

業技術指導者の養成を目的とし、

教育内容を短期大学程度とする普

通過程と、 4年生大学卒業程度の

専攻過程を設置しています。

普 通 課 (2ヵ 年)

レ取得資格・免許

①毒物劇物取扱者資格
②大型特殊自動車運転免許
(農耕用)

③農業機械士(2級 )
レその他

授業料は無料、学生寮あり、完

全週休 2日 制

専 攻 課 (2ヵ 年)

卒業 (見込)し た者は、農業改良

普及員の受験資格が認められる。

レ入校顧書の受付

平成11年 1月 11日 から

1月 25日 まで

>お問い合わせ先

広報ιメだ数0

青森県農業大学校

>電話番号

消費税及び地方消費税は、事業

者が消費者から預かった税金を納

付するものです。期限までに納付

しましょう。

個人事業者の方は、翌年 3月 末

日までに、所轄の税務署に消費税

及び地方消費税の確定申告書を提

出するとともに、消費税額と地方

消費税額の合計額を納付 しなけれ

ばなりません。納付には、便利な

振替納税がありますのでご利用 く

ださい。

法人の場合には、課税期間の末

日の翌日から2ヵ 月以内に、所轄

の税務署に消費税及び地方消費税

の確定申告書を提出するとともに、

消費税額と地方消費税額の合計額

を納付しなければなりません。

前課税期間の確定消費税額が48

万円を超える場合には、中間申告
・納付が必要になりますので、ご

注意ください。

レお問い合わせ先

五所川原税務署

レ電話番号

『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』

統

一
標
語
「気

を

つ
け

て

は

じ
め

は
す

べ

て

小

さ
な
火

」

暑
い
夏
も
過
ぎ
朝
晩
は
肌
寒
さ
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ト
ー
プ
の

取
付
準
備
も
必
要
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
十
年

『秋
の
火
災
予
防

運
動
』
は
、
十
月
十
九
日
⌒月
）
か
ら

十
月
二
十
五
日
⌒日
）
ま
で
の
一
週
間

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
火
災
が

発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想

の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故

や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
事
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
統

一
標

語
は

「気
を
つ
け
て
　
は
じ
め
は
す

べ
て
　
小
さ
な
火
」
で
す
。
火
災
予

防
期
間
中
に
行
わ
れ
る
村
内
パ
レ
ー

ド

⌒消
防
署
、
消
防
団
）
で
は
、
消

防
自
動
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

の
パ
レ
ー
ド

（消
防
署
、
消
防
団
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）
で
は
、
鼓

笛
演
奏
、
呼
び
か
け
行
進
を
行
い
ま

す
。
夜
間
に
は
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

の
火
防
巡
回
も
行
わ
れ
ま
す
。
村
民

の
皆
様
に
は
、
次
に
あ
げ
る
火
の
用

心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
、

火
災
予
防
運
動
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

二
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

三
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

四
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

五
、
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

大
、
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
プ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。
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情報をお寄せ<ださい

あ し ら世
役場の電話は62-2111

(η 広報ιチろ

事業主の皆様には、高年齢者の 1  青森県の新 しい最低賃金は、10
雇用の推進に向けての努力が、高 1 月 1日 から効力が発生し適用され
年齢者等の雇用の安定等に関する | ます。
法律により義務づけられています。 1  新最低賃金は日額で 4,713
60歳定年の義務         1 円に、時間額は 590円 となりま
(高年齢者雇用安定法第 4条)  | す。
平成10年 4月 1日 からは定年制 1  最低賃金制とは、最低賃金法に
については60歳以上とすることが 1 基づき国が賃金の最低限度を定め
義務になりました。 1 使用者は、最低賃金より低い賃金
なお、60歳を下回る定年は無効 | で労働者を働かせてはならないと
となり、定年を理由として労働者  1 定めたものです。
を退職させることが出来なくなり |  このため最低賃金は、産業別最
ます。              1 低賃金 (4業種)が適用される労
又、65歳までの継続雇用につい 1 働者を除き、県内で働くすべての
てもよろしくお願いします。    1 労働者 (正職員、パートタイム労
>お問い合わせ先 : 働者、アルバイト)と その使用者
五所川原公共職業安定所    | に適用されることになります。
>電話番号 |  なお、11月 21日 から「最低賃金

IIiII‐11:驚鷲驚誉鞭a緩驚鸞響弾輔難輩驚畿華
村では村内各地域に「なんでもHO番 」の相談員を配置し、地域づくりや
行政に対する相談等を受けつけています。どんなことでも気軽にご相談く

各地域の担当相談員は次のとおりです。

金について常時見易い場所に掲示

をするか、その他の方法で周知を

お願いします。

レお問い合わせ先

青森労働基準局賃金課
レ電話番号

平成H年 に使用する農業用免税
証の交付申請を次により受付 しま

す。

>場所
五所川原市栄町10 青森県五所
川原合同庁舎 1階 相談室
>日 時

平成10年 11月 9日 (月 )

午前 9時から午後 3時 まで

申請用紙は県税事務所、各農業

協同組合及び石油製品の販売店に

あります。

※農協、販売店等に申請書の提出

を依頼される方は、申請書の受付

日前に農協、販売店へ提出してく

レお問い合わせ先

五所川原県税事務所間税課

)電話番号

::|:

自賠責保険 (共済)は、万一の
交通事故の際の基本的な対人賠償

を目的として、原動機付自転車、

バイクを含む全ての自動車の保有

者に加入が義務付けられている強

制保険です。

自賠責保険 (共済)の 限度額は、
交通事故の被害者に対する最低保
障という考え方で決められており、
死亡 3,000万 円、傷害 120万
円等となっています。実際の損害
は、これを超えることもあります
ので、任意保険 (共済)に も加入

市浦村の人口と世帯数  平成10.9.1現在

成田経済観光課長

古川議会事務局長

桑 野 企 画 財 政 課 長

磯 松 松 江 総 務 課 長

■1111= 中 居 建 設 課 長
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現
在
、
皆
‘
え
も
ご
存
し
の
と
お

‐‐　
．
高
請
一
＾
ｒ

（
・話
題
に
な
　
一
、

ま
す
．
市
構
村
て

も
六

下
三
歳
二

●
■
お
年
寄

］
３
気
合
は
　
現
在
、

蓄
二

Ｔ
西
％

二
年
を

上
昇
し
一
、
お

」

ご存知ですか?
「まごころケア県民運動」

雄 子 グ 準
望 信 広 伸 真 康 則 和  夕、直 英

結
恵・撃:夏 か

誕

二
と
は
、
皆
■
人
は
誰
に
手
伝

っ
て

今
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
お
嫁
さ

え

一
人
で
、
そ
の
次
に
夫
婦
の
う
ち

ど
ち
ら
か
と

い
う
割
合
で
し
た
　
介

護
さ
れ
る
方
も
大
変
で
す
が
、　
一
人

で
介
護
す
る
方
も
大
変
な
苦
労
だ
と

思

い
ま
す

¨

世
帯

へ
の
看
護
、
介
護
の
知
識
と
専

門
的
な
技
術
を
普
及
し
て
、
家
族
の

一
人

一
人
が
、
地
域
の

一
人

一
人
が
、

そ
し
て
県
民

一
人

一
人
が
福
祉

の
担

い
手
と
な

っ
て
、
家
庭
や
地
域
で
お

互

い
に
支
え
合
え
る
こ
と
を
目
標
に

「
ま
ご
こ
ろ
ケ
ア
県
民
運
動
」
を
、

九
月
か
Ｌ
推
進
し
て
い
ま
す
〔

内
容
と
し
て
は
、
車
椅
子
に
乗

っ

て
の
体
験
、
高
齢
者
疑
以
体
験

（視

野
の
狭
さ
、
麻
痺
に
な

っ
た
と
き
な

ど
を
想
定
し
て
の
体
験
を
し
て
も
ら

う
□
）な
ど
と
な

っ
て
お
り
、
市
浦
村

に
お

い
て
も
、
今
後
、
看
護

・
介
護

教
室
等
を
考
え
て
い
ま
す
Ｅ

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
看
護

・
介
護

教
察

（ま
ご
こ
ろ
ケ
ア
等
）

へ
参
加

を
提
供
し
て
、
お
互

い
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

み
ま
せ
ん
か
ぃ

７３
歳

６‐
歳

５４
歳

対  象 看護・介護教室等 目  標 県
民
の
み
な
さ
ん
か
福
祉
の
担
い
手

県民の

みなさん

啓発・ 普及活動

まごころケア県民運動

看護・介護教室を開催している機関
●保健所 ●市町村|● 7~rサ■ビスセンタ■
●介護実習・普及センタ■等|       ‐


